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１．創刊のご挨拶 

皆様、こんにちは。国土交通省自動車交通局安全政策課長の山崎篤男です。 

当課では、事業用自動車による悲惨な事故の犠牲になる方が一人でも少なくなるよう、

運輸安全マネジメントの浸透、運行管理制度の徹底、重大事故を引き起こした事業者等へ

の監査の実施等、自動車交通の安全の徹底に日々取り組んでいます。 

皆様におかれましては、事業用自動車の安全体質の確立のため、様々な事故情報を下に

日々の安全教育を進めていることと思います。そのような現状をふまえて、当課において、

事業者から行政へ事故報告があったもののうち、重大事故の状況や運行管理での問題事例

等について、できるだけ迅速に直接皆様にお届けして、日々の点呼等に活用し、安全教育

に生かしていただけるように、メールマガジン「事業用自動車安全通信」を配信すること

としました。また、自動車交通局からのお知らせ等についても、今後、随時配信していく

予定です。 

このメールマガジンにより配信される事故情報等が、他山の石として再発防止に活用さ

れ、事業者の皆様の安全対策の推進に役立てていただくことを期待しております。 
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２．自動車運送事業に係る交通事故要因分析報告書（平成２０年度）の公表について 

 国土交通省では、自動車交通局に「自動車運送事業に係る交通事故要因分析検討会」（座

長：堀野定雄 神奈川大学工学部准教授）を設置し、事業用自動車の事故の要因について、

運行管理その他の調査・分析及びその結果を踏まえた再発防止策の検討を行っているとこ

ろです。 

 平成２０年度においては、従来の交通事故の統計分析（マクロ分析）及びマクロ分析を

踏まえた特定テーマ（タクシーと二輪車等の衝突事故）の要因分析に加え、平成２０年に

発生した事業用自動車による社会的影響の大きい重大事故の要因分析を実施しました。 

 今般、同検討会において、「自動車運送事業に係る交通事故要因分析報告書（平成２０年

度）」をとりまとめましたのでお知らせします。 

 

下記に検討した主な事故の考えられる要因を紹介します。 

 

 



「事例１：首都高速道路におけるタンクトレーラーの横転火災事故」 

 ・事故当時の速度を力学計算で推察すると、トレーラーが制限速度を上回っていた可能

性が考えられる。 

 ・運転者の拘束時間等が改善基準告示に違反する勤務であり、過労状態による漫然運転

で速度超過となった可能性が考えられる。 

 ・横転しやすい車両特性を十分理解していなかった可能性が考えられる。 

 

「事例２：雪道における貸切バスの横転事故」 

 ・車載してあったタイヤチェーンが未装着であった。 

 ・運転者が初めて運行する経路であったが、運行管理者が経路調査及び気象状況等の情

報を行っていなかったと認められる。 

 

「事例３：運転中の高速バス運転者が意識朦朧となったことによる事故」 

・運転者がインフルエンザに罹患していた（事故後の診断で判明）。 

・運転者は、乗務前に風邪薬を服用していたが、運行管理者等に申告せずに乗務に当た

ったと認められる。 

・インフルエンザの患者に風邪薬を使用すると、意識障害が起こる可能性がある。 

 

※ 報道発表資料については、下記アドレスをご覧下さい。 

  （ http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000019.html ） 

※ 報告書本体については、下記アドレスをご覧下さい。 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03analysis/index.html ） 
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３．平成２１年６月１日から同年６月２日までの間には、１件の重大事故の報告がありま

した。（バス１件） 

（１） 観光バス運転者が走行中、脳内出血により衝突事故（平成２１年６月１日（月）発

生） 

６月１日午前１１時２０分頃、名古屋市中村区において、走行していた観光バスの運転

者が運転中に意識を失った。また、その後、バスは低速にて交差点に進入し乗用車及びガ

ードレールに衝突して停止した。 

 運転者は病院へ搬送され、脳内出血と診断されたが命に別状はないとのこと。 

 なお、観光バスの乗客と添乗員計１０人及び衝突された乗用車の運転者にけがはなかっ

た。 

 現在、事故の原因等を含め、警察が調べを進めている。 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車交通局安全政策課 

自動車交通局ホームページ （ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 
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※事業用自動車に係る事故削減目標、目標達成のため当面講ずべき施策等については、事

業用自動車総合安全プラン２００９をご覧下さい。 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/news/anzenplan2009.html ） 
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